
いづらがくえん

学校法人五浦学園
ママの森幼稚園のこと

昭和30年 4月にお父さん（五昧しげつぐ）に、ママの森のにじぐみとゆりぐみを作ってもらい、

1 3人の友達と 2人の女先生と絵の男の先生ではじめました。

お庭は林と草むらで、フレ ーベル館と言う小屋があったり、山のテントをはって、犬のハチと

インディアンごっこをしたり、お泊まり保育をして遊びました。

その後、たくさんの友達と先生方が集まって今日をむかえましたが、

平成元年 4月「学校法人 五浦学園」となりました。

「ママの森」は、山梨県の富士山のふもと、山中湖の長池にあります。

半島のようにつきでている岬で、もみの木はじめたくさんの木が茂っているので、ままのもりと

言われています。 古い別荘のおばあさんが「慈母の森」とかいて「ママの森」と読ませたそうです。

「五浦」は、茨城県の五浦海岸にあります。

明治31年 岡倉天心が日本美術院を作って立派な芸術家を育てたところです。

五味と三浦の名前を合わせて「五浦学園」と名づけ、立派な地球人を育てつづけたいと願っています。

子供のころ、お父さんとキャンプにいった時の楽しさと、赤や紫や金色にかがやく富土山の

素晴らしさと、ピチャンと水音をたててとび上がる魚と、たくさんの鳥の声を忘れません。

富士山をながめていると、自然の素晴らしさと人間の小ささを感じます。

小さな人間だけれど、みんなと仲良く一生懸命仕事をして、幸せになりたいと、力がわいてくるのです。

1、 富士山のような大きなこころがんばるちから

1、 ママの森の木のようなまっすぐなこころ

1、 ママの森の花のようなやさしいきれいなこころ

1、 ママの森の鳥のような自由なたのしいこころ

1、 山中湖の水のようないろいろにかわるちから

これがママの森幼稚園のこころです。
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私立ママの森幼稚園開園

いづら

学校法人五浦学園
ママの森幼稚園に改組

五浦ハウス、東4丁目3番地に建設

教育の3原則

①、よく見て ②、大きく ③、ごしごしと

①、集中すること
②、小さなこだわりを捨て全体を大きくみること
③、体を使って努力すること

学園理事故三浦小平二
陶芸家重要無形文化財保持者

東京芸術大学名誉教授
文星芸術大学客員教授

園児ひとりひとりの発達過程を大切にするので

テストによる振い分けはいたしません。
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